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魚群探知機による東シナ海における超音波散乱層の

内部波型波動記録について－１

松野保久＊

OntherecordsoflnternalWavetypeoftheUltrasonicScattering
LayerintheEastChinaSeabytheFish-finder-I

YasuhisaMATsuNo＊

Abstract

TheobservationwascarriedoutonboardtheKagoshima-maru，FacultyofFisheriesKago-
shimaUniversity,ｉｎthemiddleareaoftheEastChinaSea,inthelatterpartofMarch，１９７５．
Theultrasonicscatteringlayersofinternalwavetypewererecordedby200KHzfish-finder・
Thefbllowingresultswereobtained．

（１）InternalwavetypeSLandinternalwavetypeDSLwererecordedby200KHzfish‐
finder．

（２）Thewave-motionsofinternalwavetypeweregrouppedintothreeclasses．
（３）Thewaveheightofinternalwavetypewasnormally3-5metershigh,andthewave
periodwasnormallylesｓｔｈａｎ５ｍｉnutes．

（４）Itwasnotclearfromtheresultsofthissurveybutthecauseofinternalwavetypemay
notbebiologicalfactorbutinternalwavewhichcausedinthesea．

東シナ海漁場における超音波散乱層の探知とその日周期変化についてはすでに橋本ら'）の

報告がある．又日周期変化をしない超音波散乱層について俵ら2）は２４ＫＨｚ魚群探知機の使

用により，超音波散乱層の時間的変動が内部波型の波動を示すものがあることを報告してい

る．そこで今回筆者は200ＫＨｚ魚群探知機の使用によっても内部波型波動を示す超音波散乱

層の記録を得ることを確認するとともに，それらの記録から２，３の知見を得たのでここに

報告する．なお今回の調査を行なうに際し，乗船の機会を与えて下さった当学部実習船“か

ごしま丸，，船長及び測定に御協力を賜わった航海士諸兄，又有力な助言を与えられた北海道
大学水産学部鈴木恒由助教授各位に謝意を表する．

測定方法

この調査は鹿児島大学実習船“かごしま丸'，（1,038トン）の東シナ海における1975年３

＊鹿児島大学水産学部漁船航海学教室（LaboratoryofNavigation,FacultyofFisheries,Kagoshima
University）
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月21日～３月29日までのトロール操業の期間に行なった．海域はFig.１に示すようにLat、

30.-50'Ｎ,及びLat､３１･-35'ＮとLong､l26o-50'Ｅ及びLong､l27o-20'Ｅの線に囲まれた海

域である．
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結 果

全測定海域の水深は約100～120ｍの間にあり，曳綱中の水深変化は直線的で非常にゆる

やかであり，２～3ｍに及ぶ急激な海底の凹凸は全くなかった．曳綱速力は2.5knot～4.2knot

の間にあり，平均速力は3.4knotであった．又底質は泥であった．

魚群探知機の記録紙から超音波散乱層の深度に時間的変動があり，その変動が波動を示す

もののうち，波高ならびに周期をはっきり読み取ることができる記録を139例得た．ただし

135例が曳網中，４例が漂泊中（停止中）の記録であった．本報告ではこれらの記録を内部

波型波動という．よってSL3）又はDSL3）に内部波型波動が現われたとき，それぞれ内部

波型ＳＬ，内部波型ＤＳＬとする．

２９．Ｎ

１２６。１２７。１２８。１２９。１３０。１３１｡Ｅ

Fig.１．ＭａｐshowingthelocationofobservedlntemalWavetypebytheFishfinder．

魚群探知機は“かごしま丸”に装備されている古野電気製のGroundAceを使用した．

深度目盛深（0～200m）における性能の要目は次に示すとうりである．

機種GroundAceFTG222-A型発振出力５kｗ

パルス幅2.0ｍｓ超音波発射回数４５回/分紙送り速度１０ｍｍ/分

記録紙湿式記録紙有効紙幅132.07ｍｍ

なお全測定を通じて発振周波数は200ＫＨｚを使用し，又記録の濃淡を比較検討できるよ

うに深度目盛は０～200ｍ，感度調整目盛は4.9（利得114.8db）の一定とした．
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内部波型波動の記録はFig.２に示したように〔Ａ〕〔B〕〔C〕３種の型に分類することができ

た．〔Ａ〕は水面近くに現われるＳＬの下胴部のみ波動するもの，〔B〕は巾屑で帯状のＤＳＬが

波動するもの，〔C〕は海底付近にしばしば現われた記録である．これら３種の!;[l録の出現頻

度は次に示すように〔Ａ〕……41例（約30％)，〔B〕……85例（約61％)，〔C〕……13例（約９

％）であった．

又〔Ａ〕〔B〕〔C〕３種の内部波型波動の記録はFig.３に示したように〔I〕あるいは〔11〕のよ

うに記録される場合が多かった．〔I〕は波,所が大きく変化する．すなわち波高が器から徐々

に大となり最大波間を経て再び波間が零に近づく経過を取る．〔II〕は記録紙に現われる波動

記録の濃淡が変化する．すなわち薄い記録から次第に濃い記録となり再び薄い記録となって

消滅する．

ＳｅｑＳｕｒｆｑｃｅ

Fig.３．Echogramsandschematicdiagl･amsshowingthcvariationorthewavc-mot'onof

InternalwavcLypcs(Ａ）（B)ａｎｄ（Ｃ)．
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考 察

魚群探知機による超?'f波散乱隅の内部波型波動の記録についての報告は少ない．今Ihl東シ

ナ海漁場において内部波型ＳＬ及び内部波型ＤＳＬ而群の記録を得ることができた．

内部波型ＳＬの記録はすでに俵らにより報告2)され，その起因は大陸棚周縁におこる海水

の不規則な流れがその出現に関辿があるのではないかと推察している．今回の測定海域も大

陸棚周縁に近い．よって束シナ海陸棚上の底層水の流動4)5）及び腰潮の影群6）により不規則
な流れが予想される．しかし現在の資料では内部波型波動の起閃と直接関連づけることはむ

つかしい．
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内部波型波動の波間と周期を読み取りグラフに表わしたものがFig.４である．今回は波高

2ｍ未満,周期１分未満のものについては読み取りが非常に困難なので除いた．波高は３～5ｍ

が全体の約57％を示しこの域に集中している．周期は５分以内が全体の約73％を示す．しか

し波間は２０ｍ，周期は45分に達するものも見られた．なお平均波間は7.1ｍ,平均周期は４．３

分であった．

Tablelには測定期間I|'，内部波型波動の記録が多く現われた日の内部波型波動の平均波

高と平均風力を示した，
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Fig.４．FrcquencydistribuljonorlnternalWavetypchcights(1)andlnternalWavetylpe
pcriod（II）intheEastChinaSca．
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Fig.５．Echogramsshowingthcdesccnding（１）andascending（II）ｍｏｖｅｍｃｎｔｏｆＤＳＬｉｎ
ｔｈｅＥａｓｔＣｈｉｎａＳｅａ．

ＤＳＬの日周期正直変化は水中照度と密接な関係があることが報告されている7)8)．今回の

iIll定期間中においてもＤＳＬＩＩ周期垂直変化が記録された3)．Fig.５に示したようにＤＳＬが

水中照度と密接に関係しながら上昇あるいは，沈降している時にも内部波型ＳＬ及び内部波

型ＤＳＬが記録された．このことから水巾照度が内部波型波動の起因であるとは考えられな

い．

Table１．RelationshiporF，ＢｅａｕｌｂｒｔｔｏｔｈｅｗａｖｅｈｅｉｇｈｔｏｒｌｎｔｅｍａｌＷａｖｅｔｙｐｅ．
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松野：東シナ海における超祥波散乱脳の内部波ﾉ'11波動記録
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アメリカ，カリフォルニアのミッションピーチ沖の浅海における短周期内部波の報告があ

る9)'0)．その報告によれば．平均波高は5.6フィート》平均周期は7.3分である．今回の測定

では前述したように魚群探知機の深度目鴨の設定及び記録紙の''1111の関係から，内部波型波動

記録の波高は２ｍ未満のものについては読み取りが附難の理由により除いたことを考慮すれ

ば両者は非常に類似していることがわかる．又Ｔａｂｌｅｌによれば，内部波型波動の波商と風

力階級との間にｲ１１関がみられる．風力が大きくなれば波間も大きくなっている．しかし2611

と２８日は例外である．内部波のエネルギー供給源の問題はまだ解決されていない'１)．しかし

気象上の変化が影響しており，突風が吹いたとき内部波の波高が大きくなることがある程度

実験的にも実証されている'2)．超脊波散乱層には，水温躍膳，水塊の塩分あるいは密度の和

違，泥など微粒子の浮淋物，動物及び植物プランクトンなどその他種々考えられるが，前二

者は水塊の1k質そのものであり，後二者は海洋中の浮淋物と考えられる．これら超音波散乱
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層が垂直及び水平的に広く存在する水域で内部波が起こればその波高・周期に従がい超音波

散乱層も上下し，その波動が内部波型波動として魚群探知機に記録されるものと推察される．

すなわち内部波型ＳＬ，内部波型ＤＳＬの記録は海洋中に起こる内部波そのものの記録であ

ると推察される．

今回の測定では船が漂泊中（停止中）における内部波型波動の記録例が少なかったため，

主として曳網中の記録について考察を行なった．船は平均速力3.4ｋnot，内部波はある波速

で両者それぞれある方向へ進行している．この意味から本報告における内部波型波動の周期

とは相対周期のことである．しかし魚群探知機作動と同時に内部波の観則を行なっていない

ためその波速及び進行方向が不明であった．又船が漂泊中（停止中）の内部波型波動の平均

周期は４．３分であり，曳網中の平均周期と一致したことから，本報告ではこの問題について

は考慮に入れずに考察を行なった．よって今後，内部波型波動の測定と同時に内部波の測定

を行ない両者の関連について更に追求したい．

要 約

1975年３月21日～３月29日の期間ダ中部東シナ海漁場における200ＫＨｚ魚群探知機に記

録された内部波型波動について検討し，次のような結果を得た．

１）200ＫＨｚ魚群探知機の使用により内部波型波動として内部波型ＳＬ,内部波型ＤＳＬ両

者の記録を得ることができた．

２）内部波型波動の記録は表層，中層，下層それぞれに現われる〔Ａ〕〔B〕〔C〕の３種類に

分類でき，その出現頻度は中層に現われる〔B〕型が最も多かった．

３）内部波型波動の波高は３～5ｍが最も多く，周期は５分以内が最も多かった．

４）内部波型波動の起因は生物的要因ではなく，海洋中に起こる内部波そのものの記録で

あると推察されるが，今後さらに追求したい．
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